
①事業の目的・概要 ②事業の指標・成果

③事業総評・課題 ④事業費の内訳

しべちゃ町の未来を創る：みんながいきいき学んで育つまちづくり事業
　取り組みの紹介　～　ふるさと教育推進事業　～

写真を貼付

【令和７年度の主な成果】【解決したい課題】

地元文化の学習、体験ををするこ
とにより、ふるさとに対する学習
と思いやりの心を育てる。

・塘路湖、釧路川のカヌーによる川下りを在学する
児童及び引率教職員へ体験させることで、経験と郷
土愛を育む。
・標茶町の馬文化の学習と実際に馬と触れ合うこと
で思いやりの心を育む。

【令和７年度の振り返りと今後の展望】

担当者等の
顔写真

【教育委員会管理課学校教育係】

今年度の展望：継続した取り組みを進め子どもたちの学習と心の成長
を支援したい。

100%

使用料及び賃借料
（牧場及び馬の借上料）

事業費計：５７６千円

本町の魅力の一つである釧路川のカヌーによる川下りを児
童生徒へ体験させることで、郷土愛を育むことができた。
馬とのふれあい体験では、学芸員による標茶と馬の歴史に
ついて事前学習を行うことで本町な馬文化の理解、各牧場
では馬の体温を感じることで命に触れ、体験終了間際には
馬がリラックスできるほど思いやりの心をもって接してお
り、児童生徒の心の成長がみられた。

「カヌー実施児童生徒数」

うち２００千円を企業版ふるさと納税
寄附金より充当

【令和７年度】

目標値　７２人
実績値　７０人

「乗馬体験児童生徒数」

目標値　１０９人
実績値　１１２人

「標茶町でなければ体験で
きない２事業であり、振り
返り学習では「川から見る
自然がすごい（カヌー）」
「触れると温かくて命を感
じた（馬）」など数値で表
せない『心の成長』を表す
言葉が児童生徒から発せら
れている。」

「指標によらない成果」


